
令和３年 10 月 22 日  

保護者の皆様 

県立麻溝台高等学校長  

 

10 月 25 日以降の教育活動について（お知らせ） 

 

保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動について、ご理解とご協力をいただき感

謝申し上げます。 
さて、令和３年 10 月 24 日をもって「段階的な緩和の期間」が終了し、10 月 25 日より 11 月 30 日ま

で「基本的対策徹底期間」として、引き続き感染の防止に取り組むこととなりました。 
それに伴い、県教育委員会よりすべての県立高等学校等に対し、10月 25 日以降の教育活動について、

引き続き「朝の時差通学を徹底する」等の指示が出されました。 
それを受け、本校においても、現在の感染防止対策を緩めることなく次のように対応していきますの

でご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

【通学・授業等】 

 〇これまでと同様に、当面の間、時差通学を徹底し、朝のＳＨＲは 9時 10 分、授業開始は 9時 20 分 

とする。 

 〇授業については、一コマ 50 分×６時間を基本とする。 

〇今後、県内の感染状況がさらに悪化した場合、分散登校に切り替わる場合もある。 

 

【基本的な対応】  

○生徒、教職員の感染が確認された場合、保健所による濃厚接触者の特定や消毒作業などの必要な対

応が終了するまでは臨時休業とする。 

〇毎朝の検温などの健康観察は引き続き行い、発熱等体調不良の症状がある場合は登校せず自宅で休

養する、必要に応じて医療機関を受診する。 

○登校に不安を感じている生徒については、その出欠席について柔軟に対応するとともに、オンライ

ンの活動等により学びの保障に取り組む。 

 

【部活動】 

〇万全な感染防止対策を講じた上で活動し、感染リスクの高い活動は可能な限り避ける。 

 〇大会等に参加する場合、顧問を通じ、保護者の理解と承諾を得る。 

 〇今後、県内の感染状況がさらに悪化した場合、活動の停止や活動日数・活動時間の制限をする場合

もある。 

 

 

※学校においては、今後も気を緩めることなく教職員及び生徒の原則マスクの着用、教室等の定期的な

換気、手洗い・手指消毒の徹底、昼食指導などの感染防止対策を徹底してまいりますが、保護者の皆

様におかれましても引き続きご家庭においてご指導いただきますよう、ご理解とご協力をお願いいた

します。 

  なお、何か不安なことや、心配なことなどがございましたら、遠慮なく学校までご連絡ください。 

 

 

 

 

問合せ先 

副校長 橘 

教 頭 神野 

電 話  042-778-2114（直通） 


